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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月15日(2009.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
炊飯器本体の持ち運び用のハンドルのハンドルアーム部の炊飯器本体との軸契合部より先
端側に支持部を設け、上記支持部に着脱自在に取付け可能な取付け部と、しゃもじ把手部
の取付け方向に開放してしゃもじを保持するしゃもじ保持部とを有するしゃもじ受け具。
【請求項２】
しゃもじ保持部は、しゃもじ把手部とのがたつきを規制した有底筒形状とする請求項１に
記載のしゃもじ受け具。
【請求項３】
しゃもじ保持部は、その高さを、しゃもじを保持した状態において、しゃもじの重心より
しゃもじ把手部側とした請求項２に記載のしゃもじ受け具。
【請求項４】
しゃもじ保持部は、しゃもじの取付け方向を規制するベース部と、このベース部と平行に
設けたガイドピンとにより形成した請求項１または３に記載のしゃもじ受け具。
【請求項５】
しゃもじ保持部のベース部とガイドピンの高さを、しゃもじを支持した状態において、し
ゃもじの重心よりしゃもじ把手部側とした請求項４に記載のしゃもじ受け具。
【請求項６】
しゃもじ保持部のしゃもじ把手部との接触面に複数の突起を設けた請求項１～５のいずれ
か１項に記載のしゃもじ受け具。
【請求項７】
しゃもじ保持部のしゃもじ把手部との接触面を摩擦部面とした請求項１～６のいずれか１
項に記載のしゃもじ受け具。
【請求項８】
しゃもじ保持部の底面に穴を設けた請求項２、３、６、７のいずれか１項に記載のしゃも
じ受け具。
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【請求項９】
炊飯器本体の持ち運び用のハンドルに着脱自在に取付け可能な取付け部と、しゃもじ把手
部の取付け方向に開放してしゃもじを保持するしゃもじ保持部とを有するしゃもじ受け具
であって、しゃもじ受け具を支持する支持部の形状を凹形状または穴形状とし、上記支持
部に取付けるしゃもじ受け具または、請求項１～８のいずれか１項に記載のしゃもじ受け
具。
【請求項１０】
支持部を炊飯器本体の両側２ヶ所に設け、上記２ヶ所の支持部のどちらにも取付く請求項
１～９のいずれか１項に記載のしゃもじ受け具。
【請求項１１】
しゃもじ把手部を、炊飯器本体に対し前方下方に傾斜した状態でしゃもじを保持する請求
項１～１０のいずれか１項に記載のしゃもじ受け具。
【請求項１２】
ヘラ部が、炊飯器本体の後方外形より前方側となる状態でしゃもじを保持する請求項１１
に記載のしゃもじ受け具。
【請求項１３】
取付け部の上面が、炊飯器本体の上面と同じ高さまたは下方に位置する請求項１～１２の
いずれか１項に記載のしゃもじ受け具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】しゃもじ受け具
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炊飯器用のしゃもじ受け具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、炊飯器の使用において、しゃもじはご飯をよそうのに必要な部品であり、ご飯を
よそった後の置き方として、しゃもじを直接テーブルなどの上に置くとご飯粒がテーブル
上に付着するなど不衛生のため、炊飯器本体に付随したしゃもじ受け具を用いるようにし
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　これは、しゃもじにしゃもじ受け具を取付け、しゃもじとしゃもじ受け具を一体として
取り扱い、しゃもじ受け具付しゃもじを炊飯器本体に回動自在に取付けられている持ち運
び用のハンドルに固定していた。
【特許文献１】特開２００３－３１０４５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来の構成では、しゃもじ受け具をしゃもじに取付け一体としてい
たため、しゃもじ受け具のハンドルへの固定は容易に着脱できる必要があり、そのことに
よりハンドルに固定している時の安定性が低いものである。そのため、しゃもじ受け具付
しゃもじをハンドルに傾けて取付けた場合などには脱落する場合があった。また、炊飯器
本体をハンドルによって持ち運ぶ時に、ハンドルをおよそ水平の収納状態からおよそ垂直
の使用状態へ回動させるのであるが、ハンドルを回動させたとき、しゃもじ受け具付しゃ
もじがハンドルから脱落する場合があった。
【０００５】
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　また、ハンドルは炊飯器本体後方に収納しており、しゃもじ受け具付しゃもじは炊飯器
本体後方への取付けとなり、しゃもじ受け具付しゃもじの着脱において操作しにくい場合
があった。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、デザイン性を確保しつつ、かつ操作性の
よいしゃもじ受け具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明のしゃもじ受け具は、炊飯器本体の持ち運び
用のハンドルに着脱自在に取付け可能な取付け部と、しゃもじ把手部の取付け方向に開放
してしゃもじを保持するしゃもじ保持部とを有するものとした。
【０００８】
　これによって、しゃもじ保持部からしゃもじ把手部を抜き差しするだけでしゃもじを容
易に着脱可能となり、炊飯器のデザイン性を確保しつつ、しゃもじの着脱操作性のよいし
ゃもじ受け具とすることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のしゃもじ受け具は、炊飯器のデザイン性を確保しつつ、しゃもじの着脱操作性
を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　第１の発明は、炊飯器本体の持ち運び用のハンドルのハンドルアーム部の炊飯器本体と
の軸契合部より先端側に支持部を設け、上記支持部に着脱自在に取付け可能な取付け部と
、しゃもじ把手部の取付け方向に開放してしゃもじを保持するしゃもじ保持部とを有する
しゃもじ受け具とすることにより、しゃもじ保持部からしゃもじ把手部を抜き差しするだ
けでしゃもじを容易に着脱可能となり、炊飯器のデザイン性を確保しつつ、しゃもじの着
脱操作性のよいしゃもじ受け具とすることができ、また、しゃもじ受け具を炊飯器本体の
前方に取付けることになり、しゃもじを身近な位置でしゃもじ受け具へ着脱することがで
きる。
【００１１】
　第２の発明は、特に、第１の発明において、しゃもじ保持部は、しゃもじ把手部とのが
たつきを規制した有底筒形状とすることにより、しゃもじのしゃもじ受け具への取付け状
態を安定させ、しゃもじがしゃもじ受け具から脱落するなどの不具合を無くすことができ
る。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第２の発明において、しゃもじ保持部は、その高さを、しゃもじ
を保持した状態において、しゃもじの重心よりしゃもじ把手部側としたことにより、ハン
ドルを使用状態のおよそ垂直状態に回動した場合においても、てこの原理により、しゃも
じの重心の力点に対し、しゃもじ保持部の先端が支点となり、しゃもじ保持部の内面が作
用点となりしゃもじを支えることにより、しゃもじがしゃもじ受け具から脱落しないよう
にすることができる。
【００１３】
　第４の発明は、特に、第１または３の発明において、しゃもじ保持部は、しゃもじの取
付け方向を規制するベース部と、このベース部と平行に設けたガイドピンとにより形成し
たことにより、しゃもじのしゃもじ受け具への取付け状態を安定させ、しゃもじがしゃも
じ受け具から脱落するなどの不具合を無くすことができる。
【００１４】
　第５の発明は、特に、第４の発明において、しゃもじ保持部のベース部とガイドピンの
高さを、しゃもじを支持した状態において、しゃもじの重心よりしゃもじ把手部側とした
ことにより、ハンドルを使用状態のおよそ垂直状態に回動した場合においても、てこの原
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理により、しゃもじの重心の力点に対し、しゃもじ保持部のガイドピン先端が支点となり
、しゃもじ保持部のガイドピン胴体部あるいはベース部が作用点となりしゃもじを支える
ことにより、しゃもじがしゃもじ受け具から脱落しないようにすることができる。
【００１５】
　第６の発明は、特に、第１～第５のいずれか１つの発明において、しゃもじ保持部のし
ゃもじ把手部との接触面に複数の突起を設けたことにより、しゃもじ保持部としゃもじの
摩擦抵抗が大きくなることにより滑りにくくなり、ハンドルを使用状態のおよそ垂直状態
に回動した場合においても、さらにしゃもじがしゃもじ受け具から脱落しないようにする
ことができる。
【００１６】
　第７の発明は、特に、第１～第６のいずれか１つの発明において、しゃもじ保持部のし
ゃもじ把手部との接触面を摩擦部面としたことにより、しゃもじ保持部としゃもじの摩擦
抵抗が大きく滑りにくくなり、ハンドルを使用状態のおよそ垂直状態に回動した場合にお
いても、さらにしゃもじがしゃもじ受け具から脱落しないようにすることができる。
【００１７】
　第８の発明は、特に、第２、第３、第６、第７のいずれか１つの発明において、しゃも
じ保持部の底面に穴を設けたことにより、しゃもじ保持部を炊飯器本体から外して水洗い
などを行う場合、水切れが良くなり、しゃもじ保持部のお手入れ性を向上させることがで
きる。
【００１８】
　第９の発明は、炊飯器本体の持ち運び用のハンドルに着脱自在に取付け可能な取付け部
と、しゃもじ把手部の取付け方向に開放してしゃもじを保持するしゃもじ保持部とを有す
るしゃもじ受け具であって、しゃもじ受け具を支持する支持部の形状を凹形状または穴形
状とし、上記支持部に取付けるしゃもじ受け具または、第１～第８のいずれか１つの発明
に記載のしゃもじ受け具としたことにより、炊飯器の外形を大きくすることなくしゃもじ
受け具を設けることができる。
【００１９】
　第１０の発明は、特に、第１～第９のいずれか１つの発明において、支持部を炊飯器本
体の両側２ヶ所に設け、上記２ヶ所の支持部のどちらにも取付くしゃもじ受け具としたこ
とにより、しゃもじ受け具の取付け側を限定することなく炊飯器の使用環境に応じてしゃ
もじ受け具の取付け位置を選択し、しゃもじの着脱操作性を向上させることができる。
【００２０】
　第１１の発明は、特に、第１～第１０のいずれか１つの発明において、しゃもじ把手部
を、炊飯器本体に対し前方下方に傾斜した状態でしゃもじを保持するしゃもじ受け具とし
たことにより、しゃもじ把手部が掴みやすくなり、しゃもじの着脱操作性を向上させるこ
とができる。
【００２１】
　第１２の発明は、特に、第１１の発明において、ヘラ部が、炊飯器本体の後方外形より
前方側となる状態でしゃもじを保持するしゃもじ受け具としたことにより、しゃもじをし
ゃもじ受け具に取付けたままの状態で炊飯器本体を棚などに収納した場合においても、し
ゃもしが炊飯器本体外形より突出していないため、しゃもじが炊飯器の収納棚などと干渉
することなく炊飯器本体を棚の奥まで収納が可能となり、且つご飯と接するヘラ部が棚と
干渉しないため、しゃもじと棚の両方を衛生的に保つことができる。
【００２２】
　第１３の発明は、特に、第１～第１２のいずれか１つの発明において、取付け部の上面
が、炊飯器本体の上面と同じ高さまたは下方に位置するしゃもじ受け具としたことにより
、炊飯器本体内のご飯をよそう時や炊飯器本体をお手入れする時、作業している手が取付
け部に干渉することなくスムーズに作業を行うことができる。
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
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形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１～図７は、本発明の実施の形態１におけるしゃもじ受け具を示すものである。
【００２５】
　図１～図５において、炊飯器本体１に開閉自在に蓋２が軸支されている。炊飯器本体１
には炊飯器本体１を運搬する時に使用するＵ字形状の持ち運び用のハンドル３が前後方向
に回動自在に軸支されている。ハンドル３は、収納時にはハンドル把手部４を炊飯器本体
１の後方に回し蓋２の開閉に干渉しない位置に収め、使用時にはハンドル把手部４を上方
に立ち上げ使用する。
【００２６】
　しゃもじ５はポリプロピレンなどの樹脂で成形しており、ご飯に直接触れるヘラ部１０
と使用者が掴むしゃもじ把手部８とにより構成され、しゃもじ把手部８はしゃもじ５が使
いやすいようヘラ部１０の方向が定まるよう断面形状がおよそ楕円形状やコの字形状、ま
たは長方形をしており、さらにへラ部１０の幅方向としゃもじ把手部８断面の長手方向を
合せているのが一般的である。本実施の形態では、しゃもじ把手部８の断面形状はおよそ
長方形で角に丸みを設け持ちやすい形状としている。このときのしゃもじ５は、ヘラ部１
０はご飯をよそうため幅が広く、しゃもじ把手部８は持ちやすくするため細くなっており
、しゃもじ５の重心２６はヘラ部１０のしゃもじ保持部９側の根元になっている。
【００２７】
　しゃもじ５を保持するしゃもじ受け具６はポリプロピレンなどの弾性力のある樹脂で成
形し、しゃもじ受け具６をハンドル３に固定するフック形状をした取付け部７と、しゃも
じ把手部８をその下方より保持する有底筒形状のしゃもじ保持部９により構成し、ハンド
ル３に着脱自在に取付けられている。ここで、取付け部７のフック形状は、ハンドル３へ
取付けた状態でしゃもじ受け具６がハンドル３からがたつきの無いようフック部１１が弾
性変形しハンドル３に嵌合する構成としている（図３）。有底筒状のしゃもじ保持部９で
あるが、筒の形状はしゃもじ５の方向が定まるようしゃもじ把手部８の断面形状に合せ４
角に丸みを持たせた長方形とし、しゃもじ５が不安定にならないようしゃもじ５のしゃも
じ受け具６への取付け時の前後左右の傾きが１５度以内になるようしゃもじ把手部８との
クリアランスを小さくした形状としている。このときのしゃもじ保持部９の深さはしゃも
じ把手部８の長さの１／３程度としている。また、しゃもじ保持部９の上方の開口部１３
はしゃもじ把手部８を挿入しやすいよう底部１２より大きな形状となるよう拡開し、しゃ
もじ保持部９の底には穴１４を設けている（図５）。
【００２８】
　以上のように構成されたしゃもじ受け具６について、以下その動作、作用を説明する。
【００２９】
　炊飯器本体１にしゃもじ受け具６によりしゃもじ５を取付ける場合には、炊飯器本体１
のハンドル３にしゃもじ受け具６のフック部１１を嵌合させしゃもじ受け具６をハンドル
３に取付ける。しゃもじ５のしゃもじ把手部８を上方よりしゃもじ受け具６のしゃもじ保
持部９に方向を合せ差し込むことにより、しゃもじ５を取付けることができる。このとき
のしゃもじ５であるが、しゃもじ５の重心２６がヘラ部１０の根元であり、ヘラ部１０は
バランスが悪くなるのであるが、しゃもじ保持部９によりしゃもじ５の取付け時の傾きを
規制していることにより、しゃもじ５のバランスを崩すこと無く安定した状態で保持する
ことができる。
【００３０】
　また、しゃもじ５をしゃもじ受け具６から取り外すときであるが、しゃもじ把手部８の
１／３がしゃもじ保持部９で囲われ２／３がしゃもじ保持部９より露出しているので、し
ゃもじ把手部８を容易に掴み取り外すことができる。さらに、底部に穴１４を設けている
ことにより、しゃもじ受け具６のお手入れ時、穴１４が水抜き穴の役割を果たし、しゃも
じ保持部９に洗浄水が残らず衛生的に保つことができる。
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【００３１】
　また、ハンドル３にしゃもじ受け具６によりしゃもじ５を取付けた状態での炊飯器本体
１の持ち運びであるが、ハンドル３を収納状態から使用状態の上方に立ち上げることによ
りしゃもじ保持部９が上方への開口状態からおよそ水平方向の開口状態になるのであるが
（図４）、しゃもじ保持部９をしゃもじ把手部８の断面形状に合せかつしゃもじ把手部８
とのクリアランスを小さくし、またしゃもじ保持部９の深さをしゃもじ５の重心２６より
しゃもじ把手部８側になるようしゃもじ把手部９の１／３の深さとしていることにより、
しゃもじ保持部９がおよそ水平の状態になった場合においても、重心２６がしゃもじ５が
脱落しようとする力点２７となり、開口部１３が支点２９となり、しゃもじ保持部９の内
面が作用点２８となりしゃもじ把手部８を支えることにより（図５）、しゃもじ５はしゃ
もじ保持部９から脱落することはない。
【００３２】
　また、図６に示すように、しゃもじ保持部９の内面に点または線の複数の突起３０を設
けることにより、しゃもじ保持部９の内面としゃもじ把手部８との摩擦抵抗が大きくなり
、ハンドル３を上方に立ち上げた場合、さらにしゃもじ５がしゃもじ受け具６から脱落し
にくくすることができる。
【００３３】
　また、図７に示すように、しゃもじ保持部９の内面をゴム材などの弾性があり摩擦抵抗
の大きな部材３１で構成して摩擦部面とすることにより、上記同様しゃもじ保持部９の内
面としゃもじ把手部８との摩擦抵抗が大きくなり、ハンドル３を上方に立ち上げた場合、
さらにしゃもじ５がしゃもじ受け具６から脱落しにくくすることができる。
【００３４】
　また、しゃもじ把手部８の断面形状を角に丸みを設けた長方形としたが、しゃもじ把手
部８の断面形状は角に丸みを設けた長方形に限るものではなく、楕円形状や半月形状やコ
の字形状などの形状であっても、しゃもじ保持部９により保持することができる形状であ
れば同様の効果が得られるものである。
【００３５】
　また、しゃもじ受け具６をハンドル３にフック部１１により取付けるとしたが、しゃも
じ受け具６のハンドル３への取付けはフック部１１によるハンドル３への嵌合に限るもの
ではなく、両面テープによる固定やビス止めなどの固定手段であっても同様の効果が得ら
れるものである。
【００３６】
　また、しゃもじ５をポリプロピレンなどの樹脂としたが、しゃもじ５は樹脂に限るもの
ではなく、木材や樹脂とアルミニウムやステンレスの金属との複合構成であっても、何ら
問題なく同様の効果が得られるものである。
【００３７】
　また、しゃもじ保持部９の深さをしゃもじ把手部８の１／３としたが、しゃもじ保持部
９の深さはしゃもじ把手部８の１／３に限るものではなく、しゃもじ５の重心２６よりし
ゃもじ把手部８側でしゃもじ把手部８を容易に掴むことのできる深さであれば同様の効果
が得られるものである。
【００３８】
　さらに、しゃもじ受け具６のしゃもじ保持部９は、有底筒形状としているが、これに限
らず、しゃもじ把手部の取付け方向に開放してしゃもじを保持するものであればよい。例
えば、上下に環状の保持部を備えた全体として筒形状でないものであってもよい。
【００３９】
　（実施の形態２）
　図８、図９は、本発明の実施の形態２におけるしゃもじ受け具を示すものである。炊飯
器本体１およびハンドル３は実施の形態１と同様であり、異なる部分を中心に説明する。
【００４０】
　図において、しゃもじ１９はポリプロピレンなどの樹脂で成形しており、ご飯に直接触
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れるヘラ部１０と使用者が掴むしゃもじ把手部２０とにより構成され、しゃもじ把手部２
０はしゃもじ１９が使いやすいようヘラ部２１の方向が定まるよう断面形状がおよそ楕円
形状やコの字形状、または長方形をしており、さらにへラ部２１の幅方向と長手方向を合
せているのが一般的である。本実施の形態では、しゃもじ把手部２０の断面形状はおよそ
コの字形状で凹部２４を有し、角に丸みを設け持ちやすい形状としている。このときのし
ゃもじ１９は、ヘラ部２１はご飯をよそうため幅が広く、しゃもじ把手部２０は持ちやす
くするため細くなっており、しゃもじ１９の重心はヘラ部２１の根元になっている。
【００４１】
　しゃもじ１９を保持するしゃもじ受け具１５は、ポリプロピレンなどの弾性力のある樹
脂で成形し、しゃもじ受け具１５をハンドル３に固定するフック形状をした取付け部２２
と、しゃもじ保持部１６とにより構成している。しゃもじ保持部１６は、しゃもじ把手部
２０の一方向の側方と下方を保持してしゃもじ１９の取付け方向を規制するベース部１７
と、このベース部１７と平行に設け、ベース部１７の相対側方よりしゃもじ把手部２０を
支持する上方に突き出たガイドピン１８とにより構成される。
【００４２】
　ここで、取付け部２２のフック形状は、ハンドル３へ取付けた状態でしゃもじ受け具１
５がハンドル３からがたつきの無いようフック部２３が弾性変形しハンドル３に嵌合する
構成としている。しゃもじ保持部１６であるが、ベース部１７とガイドピン１８間はしゃ
もじ把手部２０の凹部２４が収まる形状としており、ベース部１７とガイドピン１８と凹
部２４によりしゃもじ１９のしゃもじ受け具１５への取付け位置が定まる構成となってい
る。このときのベース部１７とガイドピン１８のしゃもじ把手部２０との距離であるが、
しゃもじ１９が不安定にならないようしゃもじ１９のしゃもじ受け具１５への取付け時の
前後左右の傾きが１５度以内になるようしゃもじ把手部２０とのクリアランスを小さくし
た形状としている。このときのベース部１７とガイドピン１８の高さはしゃもじ把手部２
０の長さの１／３程度としている。また、ベース部１７およびガイドピン１８はしゃもじ
把手部２０が挿入しやすいよう上方のすきまが大きな形状としている。
【００４３】
　以上のように構成されたしゃもじ受け具１５について、以下その動作、作用を説明する
。
【００４４】
　炊飯器本体１にしゃもじ受け具１５によりしゃもじ１９を取付ける場合には、炊飯器本
体１のハンドル３にしゃもじ受け具１５のフック部２３を嵌合させしゃもじ受け具１５を
ハンドル３に取付ける。しゃもじ１９のしゃもじ把手部２０を上方よりしゃもじ受け具１
５のしゃもじ保持部１６にしゃもじ把手部２０の凹部２４とガイドピン１８方向を合せ差
し込むことにより、しゃもじ１９を取付けることができる。このときのしゃもじ１９であ
るが、しゃもじ１９の重心がヘラ部２１の根元でありヘラ部２１を上方に指し込んだ状態
ではバランスが悪くなるのであるが、しゃもじ保持部１６によりしゃもじ１９の取付け時
の傾きを規制していることにより、しゃもじ１９のバランスを崩すこと無く安定した状態
で保持することができる。さらに、しゃもじ把手部２０がしゃもじ保持部１６から露出し
ていることにより、しゃもじ把手部２０の先端から根元のどこでも掴むことが可能となり
、しゃもじ１９が取り外ししやすい。
【００４５】
　また、炊飯器本体１をハンドル３にしゃもじ受け具１５によりしゃもじ１９を取付けた
状態での持ち運びであるが、ハンドル３を収納状態から使用状態の上方に立ち上げること
によりしゃもじ保持部１６のガイドピン１８が上方への突き出し状態からおよそ水平方向
になるのであるが、ベース部１７とガイドピン１８と凹部２４によりしゃもじ１９のしゃ
もじ受け具１５への取付け位置が定まる構成とし、かつしゃもじ１９が不安定にならない
ようしゃもじ１９のしゃもじ受け具１５への取付け時の前後左右の傾きが１５度以内にな
るようしゃもじ把手部２０とのクリアランスを小さくした形状とし、さらにベース部１７
とガイドピン１８の高さをしゃもじ把手部２０の長さの１／３程度としていることにより
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、しゃもじ保持部１６がおよそ水平の状態になった場合においても、しゃもじ１９の重心
がしゃもじ１９が脱落しようとする力点となり、ガイドピン１８の先端が支点となり、ガ
イドピン胴体部２５が作用点となり、しゃもじ把手部２０を支えることによりしゃもじ１
９はしゃもじ保持部１６から脱落することはない。
【００４６】
　また、本実施の形態では、ガイドピン１８に点または線の複数の突起を設けることによ
りしゃもじ把手部２０との摩擦抵抗が大きくなり、ハンドル３を上方に立ち上げた場合、
さらにしゃもじ１９がしゃもじ受け具１５から脱落しにくくすることができる。
【００４７】
　また、ガイドピン１８をゴム材などの弾性があり摩擦抵抗の大きな部材とすることによ
り、上記同様ガイドピン１８としゃもじ把手部２０との摩擦抵抗が大きくなり、ハンドル
３を上方に立ち上げた場合、さらにしゃもじ１９がしゃもじ受け具１５から脱落しにくく
することができる。
【００４８】
　また、しゃもじ把手部２０の断面形状を角にＲを設けたコの字形状としたが、しゃもじ
把手部２０の断面形状は角にＲを設けたコの字形状に限るものではなく、Ｈ形状などベー
ス部１７とガイドピン１８によりしゃもじ１９の取付け位置が定まる形状であれば同様の
効果が得られるものである。
【００４９】
　また、しゃもじ受け具１５をハンドル３にフック部２３により取付けるとしたが、しゃ
もじ受け具１５のハンドル３への取付けはフック部２３によるハンドル３への嵌合に限る
ものではなく、両面テープによる固定やビス止めなどの固定手段であても同様の効果が得
られるものである。
【００５０】
　また、しゃもじ１９をポリプロピレンなどの樹脂としたが、しゃもじ１９は樹脂に限る
ものではなく、木材や樹脂とアルミニウムやステンレスの金属との複合構成であっても、
何ら問題なく同様の効果が得られるものである。
【００５１】
　また、ベース部１７とガイドピン１８の高さをしゃもじ把手部２０の１／３としたが、
ベース部１７とガイドピン１８の高さはしゃもじ把手部８の１／３に限るものではなく、
しゃもじ１９の重心よりしゃもじ把手部２０側であれば同様の効果が得られるものである
。
【００５２】
　（実施の形態３）
　図１０～図１４は、本発明の実施の形態３におけるしゃもじ受け具を示すものである。
炊飯器本体１は実施の形態１と同様であり、異なる部分を中心に説明する。
【００５３】
　図において、Ｕ字形状のハンドル３５はハンドル把手部４とハンドルアーム部３２とハ
ンドル軸契合部３３としゃもじ受け具６を取付ける支持部３４により構成しており、ハン
ドル軸契合部３３により前後方向に回動自在に炊飯器本体１に軸支されている。支持部３
４はハンドルアーム部３２をハンドル軸契合部３３より先端側に延長したハンドルアーム
部先端３６に配置し、取付け部７を炊飯器本体１とハンドルアーム部３２の間で支持する
よう炊飯器本体１側へ略半円弧の凹形状としている。
【００５４】
　以上のように構成されたしゃもじ受け具６と支持部３４について、以下その動作、作用
を説明する。
【００５５】
　炊飯器本体１にしゃもじ受け具６によりしゃもじ５を取付ける場合には、ハンドル３５
に設けた支持部３４にしゃもじ受け具６の取付け部７を勘合させしゃもじ受け具６をハン
ドル３５に取付け、ハンドル３５に取付けたしゃもじ受け具６へしゃもじ５を取付ける。
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支持部３４をハンドル３５のハンドル軸契合部３３より先端側のハンドルアーム部先端３
６に設けてしゃもじ受け具６を支持していることにより、しゃもじ５の取付け位置は炊飯
器本体１の側面前方に取付けることになる。このときのしゃもじ５の取付け、取り外しで
あるが、しゃもじ受け具６を炊飯器本体１の側面前方に取付けることになり、手を炊飯器
の後方まで伸ばす必要が無く身近な位置でしゃもじ５を容易に取付け、取り外しができる
ようになる。
【００５６】
　また、ハンドル軸契合部３３からハンドル把手部４にかけてのハンドルアーム部３２は
炊飯器本体１の重量を保持する強度が必要であり、凹形状や穴など細く強度の低い部分を
設けることはできない。しかし、ハンドル軸契合部３３より先端側に延長したハンドルア
ーム部先端３６は炊飯器本体１の重量を保持する強度が必要ではないので自由な形状を構
成することができる。このことにより、支持部３４の形状を炊飯器本体１側へ略半円弧の
凹形状とすることが可能となり、ハンドル３５の外側に突起など炊飯器の外形を大きくす
るなどのデザインを損ねることなくしゃもじ受け具６の取付け部７を凹形状部分に勘合さ
せしゃもじ受け具６を保持することができる。さらに凹形状の支持部３４としたことによ
り、ハンドルアーム部３２と炊飯器本体１の間に取付け部７の厚みを確保する必要が無く
、ハンドルを含めた炊飯器本体１の外形をコンパクトにすることができる。
【００５７】
　また、支持部３４を炊飯器本体１側へ略半円弧の凹形状としたが、支持部３４の凹形状
は略半円弧に限るものではなく、三角や四角などの凹形状であっても、しゃもじ受け具６
を取付けることのできる形状であれば同様の効果が得られるものである。
【００５８】
　また、図１３に示すように、支持部３４を凹形状ではなく略四角の貫通の穴形状とする
こともできる。穴形状とした支持部３７では、しゃもじ受け具６の取付け部７の全周をガ
イドする構成となることにより、しゃもじ５のしゃもじ受け具６からの着脱操作時、しゃ
もじ５を前後左右に傾いた状態で操作した場合でも、しゃもじ受け具６がハンドル３５か
ら脱落することなく操作することができる。さらに、貫通穴としたことにより、ほこりや
ご飯粒などが支持部３７に落下しても支持部３７内に留まることなく落下するのでお手入
れしやすく衛生的である。
【００５９】
　また、支持部３７を略四角の穴形状としたが、支持部３７の穴形状は四角に限るもので
はなく、また、穴の数も１ヶ所に限るものではなく、例えば丸穴を２ヶ所設け、しゃもじ
受け具６の取付け部７の形状を先の丸穴の２ヶ所に合せた形状にするなど、しゃもじ受け
具６の取付け部７の全周をガイドし固定する構成であれば同様の効果が得られるものであ
る。
【００６０】
　また、図１４に示すように、ハンドルアーム部先端３６にしゃもじ把手部８を保持する
しゃもじ保持部３８を構成することもできる。図１０～図１２ではハンドルアーム部先端
３６にしゃもじ受け具６を取付ける支持部３７を設けた構成としたが、図１４においては
、しゃもじ保持部３８を貫通穴とし、しゃもじ把手部８の側面を保持する構成としている
。しゃもじ５をハンドルアーム部先端３６に保持する構成はしゃもじ受け具６の支持部３
７への取付けに限るものではなく、ハンドルアーム部先端３６にしゃもじ５を保持するし
ゃもじ保持部９の機能を持たせ、しゃもじ５を直接ハンドルで保持する構成としてもしゃ
もじ５を炊飯器本体１の側前方で保持することにおいて同様の効果が得られるものである
。
【００６１】
　（実施の形態４）
　図１５～図１６は、本発明の実施の形態４におけるしゃもじ受け具を示すものである。
炊飯器本体１は実施の形態３と同様であり、異なる部分を中心に説明する。
【００６２】
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　図において、しゃもじ受け具３９は取付け部４０によりハンドル３５の支持部３４に取
付けられている。このときの取付け部４０の上面である取付け部上面４２の高さであるが
、蓋２を開放した状態の炊飯器本体１の上面である炊飯器本体上面４３より低い位置とな
るよう構成している。しゃもじ保持部４１は、しゃもじ５のしゃもじ把手部８が下方とな
り、且つヘラ部１０が炊飯器本体１の後方側に傾くようしゃもじ５を傾斜させ保持してい
る。このときのヘラ部１０の位置であるが、ヘラ部１０の先端が炊飯器本体１の後面より
前方に位置した状態で保持している。
【００６３】
　以上のように構成されたしゃもじ受け具３９について、以下その動作、作用を説明する
。
【００６４】
　炊飯器本体１にしゃもじ受け具３９によりしゃもじ５を取付ける場合には、しゃもじ把
手部８を下向きの状態で上方に開口したしゃもじ保持部４１に差し込む。しゃもじ５はし
ゃもじ把手部８を炊飯器の下方手前側、ヘラ部１０を炊飯器の上方後方側となるようしゃ
もじ受け具３９により保持される。このとき、しゃもじ把手部８は、先端が炊飯器の下方
手前の状態で上方後方へ傾斜した状態となることにより、炊飯器使用者が炊飯器本体１の
前方からしゃもじ５のしゃもじ把手部８を掴もうとする作業において、しゃもじ把手部８
が目視しやすく、且つしゃもじ把手部８の角度が手を振り下ろしている角度とおよそ直角
になり、手のひらでしゃもじ把手部８を掴みやすい角度となっている。
【００６５】
　また、しゃもじ５を傾斜させて保持することにより、ヘラ部１０の先端高さが低くなり
、しゃもじ５を炊飯器本体１に取付けた状態で炊飯器本体１を棚などに保管する場合、ヘ
ラ部１０が棚の天井に干渉しにくくなり、利便性を向上させることができる。
【００６６】
　また、ヘラ部１０の先端が炊飯器本体１の後面より前方に位置していることにより、し
ゃもじ５を炊飯器本体１に取付けた状態で炊飯器本体１を棚などに保管する場合、ヘラ部
１０が棚の後壁面などに干渉することがなく、ヘラ部１０および棚を衛生的に保つことが
でき、且つ炊飯器本体１を棚の奥まで収納することができ利便性を向上させることができ
る。
【００６７】
　また、取付け部上面４２を、炊飯器本体上面４３より低い位置としていることにより、
蓋２を開放した状態で炊飯器本体上面４３が凹凸なくフラットな状態となることにより、
ご飯をよそう時や炊飯器本体上面４３のお手入れを行う時に、作業する手が取付け部４０
に触れて作業が不十分になる、さらには作業する手が取付け部４０に触れてしゃもじ受け
具３９が炊飯器本体１から脱落するなどの不具合が発生することが無く、操作性とお手入
れ性をを向上させることができる。
【００６８】
　また、しゃもじ把手部８が下方前方側になるようしゃもじ５を傾斜させしゃもじ受け具
３９で保持するとしたが、しゃもじ５の保持する向きはしゃもじ把手部８が下方前方側に
限るものではなく、しゃもじ把手部８が炊飯器前方側におよそ水平な状態で保持されてい
ても、しゃもじ把手部８を掴む作業において何ら問題なく同様の効果が得られるものであ
る。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　以上のように、本発明にかかるしゃもじ受け具は、炊飯器のデザイン性を確保しつつ、
しゃもじの着脱操作性を向上させることができるので、家庭用および業務用のしゃもじ受
け具として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施の形態１におけるしゃもじ受け具を炊飯器本体に取付けてしゃもじ
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を保持した状態を示す全体の斜視図
【図２】同しゃもじ受け具を炊飯器に取付けた斜視図
【図３】同しゃもじ受け具としゃもじの関係を示す斜視図
【図４】同しゃもじ受け具を取付けたハンドルを立ち上げた状態を示す斜視図
【図５】同しゃもじ受け具としゃもじとの関係を示すハンドル立ち上げ時の断面図
【図６】同しゃもじ受け具としゃもじとの関係を示すハンドル立ち上げ時における他の構
成の断面図
【図７】同しゃもじ受け具としゃもじとの関係を示すハンドル立ち上げ時におけるさらに
他の構成の断面図
【図８】本発明の実施の形態２におけるしゃもじ受け具としゃもじの関係を示す斜視図
【図９】同しゃもじ受け具を炊飯器本体に取付けてしゃもじを保持した状態を示す全体の
斜視図
【図１０】本発明の実施の形態３におけるしゃもじ受け具を炊飯器本体に取付けてしゃも
じを保持した状態を示す全体の斜視図
【図１１】同しゃもじ受け具を炊飯器に取付けた斜視図
【図１２】同しゃもじ受け具を取付けた状態の炊飯器の天面図
【図１３】同しゃもじ受け具を取付ける前の支持部の他の構成の炊飯器の天面図
【図１４】同ハンドルアーム部先端にしゃもじ保持部を一体に構成ししゃもじを保持した
状態を示す全体の斜視図
【図１５】本発明の実施の形態４におけるしゃもじ受け具を炊飯器本体に取付けてしゃも
じを保持した状態を示す側面図
【図１６】同しゃもじ受け具を炊飯器に取付け蓋を開放した炊飯器の側面図
【符号の説明】
【００７１】
　１　炊飯器本体
　３、３５　ハンドル
　５、１９　しゃもじ
　６、１５、３９　しゃもじ受け具
　７、２２、４０　取付け部
　８、２０　しゃもじ把手部
　９、１６、３８、４１　しゃもじ保持部
　１４　穴
　１７　ベース部
　１８　ガイドピン
　２６　重心
　３０　突起
　３１　摩擦抵抗の大きな部材
　３２　ハンドルアーム部
　３３　ハンドル軸契合部
　３４、３７　支持部
　３６　ハンドルアーム部先端
　４２　取付け部上面
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